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話
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ら
読
み
解
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の
謎
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今
井
出
版
刊
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七
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五
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酒
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美

た
だ

よ
し

よ
く
知
ら
れ
た
古
事
記
神
話
「
大
国
主
命
と
因
幡
の
白

兎
」
に
か
か
わ
る
論
文
集
が
上
梓
さ
れ
た
。
編
者
は
門
田
美

智
子
教
授
（
鳥
取
大
学
地
域
学
部
）
で
あ
る
。

本
書
に
は
編
者
の「
因
幡
白
兎
神
話
の
構
造
」
の
ほ
か
八
名

の
研
究
者
が
そ
れ
ぞ
れ
論
考
を
寄
せ
て
お
り
、
他
に
別
な
三

名
が
コ
ラ
ム
を
担
当
し
て
い
る
。
論
文
の
筆
者
の
中
に
は
グ
ル

ノ
ー
ブ
ル
第
Ⅲ
大
学
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ヴ
ァ
ル
テ
ル
教
授
に
よ
る

「
『
古
事
記
』
の
稻
羽
の
ウ
サ
ギ

医
療
の
起
源
神
話

」
も

｜

｜

含
ま
れ
て
い
る
が
、
他
の
寄
稿
者
は
全
て
わ
が
国
の
研
究
者

で
あ
る
。

比
較
神
話
か
ら
始
ま
る
タ
イ
ト
ル
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、

論
考
の
大
半
は
ギ
リ
シ
ャ
神
話
や
韓
国
の
説
話
を
は
じ
め
と

す
る
海
外
神
話
や
民
話
と
、
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
と
白
兎
の
古
事

記
神
話
と
の
比
較
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
中
に
は
わ
が
国
の

民
俗
行
事
「
ナ
マ
ハ
ゲ
」
と
白
兎
を
関
連
付
け
た
吉
田
敦
彦

（
学
習
院
大
学
名
誉
教
授
）
の「
因
幡
の
兎
と
大
国
主
」
な
ど

も
あ
り
、
各
界
の
専
門
家
の
執
筆
に
な
る
も
の
で
あ
る
の
で
、

あ
る
意
味
で
は
種
々
雑
多
な
内
容
で
統
一
性
に
欠
く
き
ら

い
は
い
な
め
な
い
が
、
そ
れ
が
ま
た
一
つ
の
魅
力
と
で
も
言
え

る
よ
う
で
あ
る
。

筆
者
が
特
に
注
目
し
た
の
は
小
島
瓔
禮
名
誉
教
授

（
琉
球
大
学
）
の「
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
と
因
幡
の
白
兎
」
で
あ

る
。
白
兎
神
話
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
昔
話
「
猿
と
鰐
の
橋
」

と
の
関
連
や
ア
メ
リ
カ
大
陸
、
ア
ジ
ア
全
域
の
伝
承
文

学
に
目
配
り
し
な
が
ら
、
鳥
取
県
内
の
白
兎
説
話
伝

承
を
眺
め
る
手
法
で
、
多
数
の
関
連
古
書
を
取
り
上
げ

て
い
る
。

地
元
の『
塵
袋
』『
因
幡
民
談
記
』『
因
幡
志
』『
勝
見

名
跡
志
』
な
ど
の
ほ
か
、『
隠
岐
島
前
民
話
集
』
（
島
根

大
学
民
話
研
究
会
）
も
見
ら
れ
、
ま
る
で
現
地
の
研
究

者
の
よ
う
な
土
地
勘
の
あ
る
記
述
に
、
改
め
て
敬
意
を

表
し
た
い
。

ま
た
、
同
氏
に
よ
っ
て
巻
末
に『
古
事
記
』
解
題
と
本

文
・
現
代
語
訳
が
あ
り
、『
塵
袋
』
所
引
「
因
幡

ノ
記
」

の
原
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
も
、
読
者
の
便
宜
を
考

え
て
の
も
の
の
よ
う
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
配
慮
に
つ
い
て

も
あ
り
が
た
く
思
う
も
の
で
あ
る
。


